CH4の分布と土地被覆との関係について by 朴, 鍾杰 et al.
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CH4は絶対性嫌状態のなかでメタン生成菌の働きに
よって発生する。また、家畜の腸内発酵でも発生する。
分解は主に対流圏で、OHとの化学反応によって消失され
る。平均滞留時間は12年である。
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WDCGG世界の地上観測データ（月）
GLCNMO土地被覆分類図（解像度1KM) 
乏塑開藩翻哩E世界の平均温度は長期的にみると2005年を基
準に100年間0.74±0.18。上昇している。地球温暖化の原因は、自然的現象
または人間の化石燃料使用による大気の二酸化炭素の増加によるものか現
在多くの研究が行っている。IPCCでは人間活動による影響であると断定し
た。
京都規定書では、人間活動によって発生するCO2,CH4 , N20などを温室カ
スとして指定した。産業革命以来CO2は36%、CH41ま148%増加している。
CO2の増加は75%が化石燃料使用によって起因する。しかし、 CH4の発生は
農業分野で40%排出すると言われている。今後人口の増加によって食糧生産
は鋳続的に増加し、－30年後iま現在の2倍程度になると予想しているF
メタンの発生の場所を特定し土地被置との関連について研究を行う
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水回におけるメタン発生叫
GOSATデータは観測期間が
短いため、今後ESAの
SCIAMACHYも問時に飼いる
必要がある
ょ仁三三
；戸工
大気のfl£れ
ι、‘hー
も：r、 ／＼『
n li,_ 
高度別メタン温度川
と三h
.~ . 唱三三F＿：：，.，、ーも
??????
?
?
? ?
?，
?『
??
?
? ?
??
?
?
?
?
』
?
． ， 』
．
? ?
?
?
? 「
．?
?
? ?。?
l •~ ! ヮふと4 宍二」
i下一
よk.~-.P-..:1民テ、よ:f'W 
／／／／／／〆／／／／／i／／／／／.•~／／／／.〆
：トー－ _. -
！ •＋~在先同炉、『ご
：：~ロ誠 一 、
ih~／.〆／〆／／／／／
i「一一？、
Eごt EJ正－＝＼；＼－
：ら訓£ノ 、～
／／／／／／〆／／／／〆
GLCNMOによる土地被置の割合
Wetland 
本研究では温暖化ガス測定衛星であるGOSATのCH4データを用いてCH4の主な発生場所の特徴を調べた。
その結果、アメリカのミシシッピJI（小麦やトウモロコシ、米）パキスタンのインダスJI C小麦、米）、インドのガンジ
スJI（米）、中国長江（米、小麦）とタイのメコンJI（米）流域でCH4の発生が確認された。米の生産地であるガンジス川、長江とメコン川では最
低CH4の濃度と最大濃度の差が大きいことがわかる。また、長江ではEVIによる米の収穫時期とCH4の最大発生時期が一致することが分
かった。／＼キスタンやインドなど年間EVIのピークが2つ以上存在する場所では2期作か2毛作によってCH4の発生量が異なる。
しかし、GOSATはWDCGG（地上20mで観測）と異なって宇宙からの観測であるため、大気の移動によって必ずしもその場所で発生している
けではない。そのため、 CH4の解析は空間的分布の特徴をよく調べた上でプロファイル解析を行う必要がある。
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